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当院では下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情

報等を研究目的に利用又は提供することを希望されない場合は、下記のお問い合わせ先にお問い合

わせください。 

研究課題名 The Benefits of the Subtonsillar Approach in Microvascular 

Decompression for Hemifacial Spasm 

研究責任者 湖東記念病院 脳神経外科 井上卓郎 

分担研究者 湖東記念病院 脳神経外科 後藤幸大 

湖東記念病院 脳神経外科 Sayyid Abdil Hakam Perkasa 

研究の対象 研究実施期間に湖東記念病院 脳神経外科において顔面痙攣の治

療を行った 174 例。 

研究目的・概要 顔面痙攣手術の新しいアプローチの方法を従来の方法と比較す

る。 

研究実施期間 2021 年 1 月から 2024 年 12 月 

研究に用いる情報の種類 カルテ記録、手術ビデオ記録 

外部への提供 ― 

個人情報の取り扱い 使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人

情報は削除します。また、研究成果は学会等で発表する可能性が

ありますがその際にも個人を特定できる情報が公表されること

はありません。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問

い合わせください。 

また、利用を拒否したい場合には下記の連絡先までお申し出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありませ

ん。 

2025 年 8 月 

お問合せ先 ： 湖東記念病院 脳神経外科 

研究責任者 ： 井上卓郎 

電話番号  ： 0749-45-5000（代表） 

 


